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（1）令和5年10月1日発行（4）地域コミュニティ　あゆみ

10月

12月

11月

休館日のお知らせ

10/6㈮・12/13㈬清掃休館日
12/15㈮夜間休館日

 6日（金） 清掃休館日
 7日（土） 陶芸講座第Ⅱ弾
 14日（土） JYA元気っ子クラブ
 21日（土） わくわく親子塾
 21日（土） 陶芸講座第Ⅱ弾
 30日（月） 芸術祭準備会
 31日（火） 芸術祭作品搬入

　 １日（水）～
 5日（日） 第二学区芸術祭
 5日（日） ステージ発表
 22日（水） 高齢者事業
 30日（木） 男の厨房

 9日（土） わくわく親子塾
 13日（水） 清掃休館日
 15日（金） 夜間休館日
 22日（金） 男の厨房
 28日（木） 夜間休館日
　29日（金）～
　1月3日（水）  年末年始休業

これからの行事予定これからの行事予定

令和5年度「あいさつ標語」令和5年度「あいさつ標語」
優秀作品発表！優秀作品発表！

第二学区芸術祭第二学区芸術祭
11月１日（水）～11月５日（日）11月１日（水）～11月５日（日）

物置（敷地内） 音響設備（ホール）

　今年度、コミュニティ助成事業（宝くじ助成
金）により下記の備品が揃いました。ホールに
設置の音響設備が新しくなり、更に利用しやす
くなりました。パネルも増数し、作品展示用な
どに使用します。

　今年度、初の大会となった第二学区まちづくりモルック交流大会が第二多目的運動場「ほたるドー
ム」を会場に行われました。室内とは言え汗が滴るほどの猛暑のなか、小中学生20名を含む130名
の参加があり、幅広い年代で結成された 32 チームが熱戦を繰り広げました。真剣勝負の中にも笑い
声や笑顔があふれ、和気あいあいとした雰囲気の中での素晴らしい大会になりました。栄えある初代
チャンピオンは「大野ダーダ」に決まり、準優勝「常万Ｂ」、第三位「上朝丸Ｂ」という結果になりました。
　実行委員の皆様や審判補助や得点係等大会運営にご協力下さった多くの皆様に深く感謝申し上げます。

　「あいさつ標語審査会」が、８月22日（火）教育・青少
年部会により行われ、今年度199点もの多くの応募の中
から、厳正なる選考により13点の優秀作品が決定しま
した。今年も優秀作品には、賞状と副賞が贈られます。

多くの方のご来場をお待ちしております。
作品及びステージ発表募集をしますので、
折込の別紙をご覧ください。

《学年の部》
あいさつ標語学　年 氏　名集　落

《集落の部》
あいさつ標語学　年 氏　名集　落

あいさつで　かおもこころも　ニッコニコ
元気なあいさつで　キラキラな一日　はじめよう
挨拶の　笑顔咲く道　通学路
元気よく　明るいあいさつ　うれしいな
てらそうよ　こころのたいよう　あいさつで
あいさつで　つながるみんなの　笑顔の輪
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おはようで　スタートダッシュ　決めようよ
だれとでも　あいさつ一つで　広がる笑顔
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令和５年度

コミュニティ助成事業備品拡充！コミュニティ助成事業備品拡充！

優勝　大野ダーダチーム 準優勝　常万Bチーム 第三位　上朝丸Bチーム

8/27（日）8/27（日）

開催



（2）地域コミュニティ　あゆみ （3）令和5年10月1日発行

　昨年、令和４年に第二学区まち
づくり振興協議会が発足して、初
めての総会が５月21日（日）に開
催されました。33名もの多くの
出席があり、すべての議案が承認
され無事に終了しました。
　今年度も、より良い第二学区ま
ちづくり振興協議会になるよう邁
進して参りますので、ご理解ご協
力をよろしくお願い致します。

　晴れ渡った絶好の活動日になった７
月29日（土）、ＪＹＡ元気っ子クラブと
わくわく親子塾が合同で２回目の活動
として「日本財団ドリームやまがた里
山プロジェクト」に参加し、マリーン
スポーツ体験をしました。視覚障がい
のある方々と地域の子ども会が一緒
でしたが、普段体験できないアクティ
ビティなスポーツを楽しみ、みんな真っ
黒に日焼けして夏休み中の一日は楽し
い時間となり、大満足のようでした！

　今年のこころのふれあい事業は、40名の皆
様から申し込みをいただき、三泉観光さくらん
ぼ園（寒河江市）でさくらんぼ狩りを存分に楽
しみ、昼食は、将棋むら天童タワーで蕎麦膳を
食し、午後からは銀山温泉（尾花沢市）の散策で
は急な雨降りとなりましたが、参加者からは雨
の銀山は残念だったが、思い出深い旅になった
と概ね好評で事業を終えることが出来ました。

　この度、第二学区まちづくり推進員として委
嘱されました、余目新田の佐々木正秀と申しま
す。まちづくりセンターの基本方針としている
「持続可能な住みよい、心のふれあう、活力あ
る地域づくり」へ少しでも貢献できる様努めて
いきたいと思いますので宜しくお願いします。

～総会の様子～

in 鼠ヶ関バリアフリービーチ

佐々木　正秀（余目新田）

令和５年度　第二学区まちづくり振興協議会総会令和５年度　第二学区まちづくり振興協議会総会
～津軽三味線スペシャルライブ～～津軽三味線スペシャルライブ～
　6/24（土）　美楽三絃舞 木田 林秀栄氏　6/24（土）　美楽三絃舞 木田 林秀栄氏

JYA元気っ子クラブ＆わくわく親子塾合同活動JYA元気っ子クラブ＆わくわく親子塾合同活動

　第二学区まちづくり振興協議会【自治・福祉
部会】主催の木田林秀栄氏とお弟子さんによる
「津軽三味線スペシャルライブ」が、６月24日
（土）にまちづくりセンターホールで開催され、
町内外から145名の大変多くの皆さんからご出
席をいただき、生の迫力ある津軽三味線の演奏
に魅了し、会場いっぱいに大きな拍手が鳴り響
きました。

新・第二学区まちづくり推進員のご紹介新・第二学区まちづくり推進員のご紹介

　まちづくり推進員を務めることになりまし
た、中堀野の石川佑太です。推進員として、ま
だわからない事が多く不慣れではありますが、
地域活動を通してみなさんと交流し、これから
の第二学区を盛り上げて行きたいと思いますの
で、よろしくお願いします。

石川　佑太（中堀野）

　6/18（日） 令和5年度 こころのふれあい事業　6/18（日） 令和5年度 こころのふれあい事業

～さくらんぼ狩りと銀山散策～～さくらんぼ狩りと銀山散策～

近
江
新
田

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

住
民
の
願
い「
バ
イ
パ
ス
開
通
」

伊
藤

　久
夫

　昨
年
秋
、
よ
う
や
く
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
ま

し
た
。

　十
数
年
の
歳
月
が
か
か
り
、歴
代
の
自
治
会
長
、

町
、
県
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
御
力
添
え
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。部
落
に
と
っ
て
は
、

歴
史
に
残
る
一
大
行
事
に
な
る
為
、
開
通
前
に
皆

で
集
合
写
真
を
撮
り
、
御
祝
を
し
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
皆
が
集
ま
り
、
写
真
を
撮
る
の
は
数
十
年

ぶ
り
の
出
来
事
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
当
部
落
の
伝
統
行
事
は
、
春
の
大
祭
が

有
り
、
あ
と
十
年
少
し
で
「
四
百
年
祭
」
が
控
え

て
い
ま
す
。

　近
江
と
言
う
名
前
が
付
い
た
の
は
、
近
江
商
人

が
来
て
、
そ
れ
で
こ
の
名
前
が
付
い
た
の
で
は
、

と
の
噂
が
有
り
ま
す
が
、真
相
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　ど
こ
の
集
落
も
昔
は
大
勢
の
人
も
子
供
も
い

て
、
夏
に
は
由
良
に
部
落
海
水
浴
、
月
山
、
鳥
海

山
の
山
登
り
な
ど
有
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
で

今
は
ど
ち
ら
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

　時
代
に
合
っ
た
部
落
行
事
が
求
め
ら
れ
る
今
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
、
部
落
運
営
を
務
め
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

町道16号吉岡～廻館線



（2）地域コミュニティ　あゆみ （3）令和5年10月1日発行

　昨年、令和４年に第二学区まち
づくり振興協議会が発足して、初
めての総会が５月21日（日）に開
催されました。33名もの多くの
出席があり、すべての議案が承認
され無事に終了しました。
　今年度も、より良い第二学区ま
ちづくり振興協議会になるよう邁
進して参りますので、ご理解ご協
力をよろしくお願い致します。

　晴れ渡った絶好の活動日になった７
月29日（土）、ＪＹＡ元気っ子クラブと
わくわく親子塾が合同で２回目の活動
として「日本財団ドリームやまがた里
山プロジェクト」に参加し、マリーン
スポーツ体験をしました。視覚障がい
のある方々と地域の子ども会が一緒
でしたが、普段体験できないアクティ
ビティなスポーツを楽しみ、みんな真っ
黒に日焼けして夏休み中の一日は楽し
い時間となり、大満足のようでした！

　今年のこころのふれあい事業は、40名の皆
様から申し込みをいただき、三泉観光さくらん
ぼ園（寒河江市）でさくらんぼ狩りを存分に楽
しみ、昼食は、将棋むら天童タワーで蕎麦膳を
食し、午後からは銀山温泉（尾花沢市）の散策で
は急な雨降りとなりましたが、参加者からは雨
の銀山は残念だったが、思い出深い旅になった
と概ね好評で事業を終えることが出来ました。

　この度、第二学区まちづくり推進員として委
嘱されました、余目新田の佐々木正秀と申しま
す。まちづくりセンターの基本方針としている
「持続可能な住みよい、心のふれあう、活力あ
る地域づくり」へ少しでも貢献できる様努めて
いきたいと思いますので宜しくお願いします。

～総会の様子～

in 鼠ヶ関バリアフリービーチ

佐々木　正秀（余目新田）

令和５年度　第二学区まちづくり振興協議会総会令和５年度　第二学区まちづくり振興協議会総会
～津軽三味線スペシャルライブ～～津軽三味線スペシャルライブ～
　6/24（土）　美楽三絃舞 木田 林秀栄氏　6/24（土）　美楽三絃舞 木田 林秀栄氏

JYA元気っ子クラブ＆わくわく親子塾合同活動JYA元気っ子クラブ＆わくわく親子塾合同活動

　第二学区まちづくり振興協議会【自治・福祉
部会】主催の木田林秀栄氏とお弟子さんによる
「津軽三味線スペシャルライブ」が、６月24日
（土）にまちづくりセンターホールで開催され、
町内外から145名の大変多くの皆さんからご出
席をいただき、生の迫力ある津軽三味線の演奏
に魅了し、会場いっぱいに大きな拍手が鳴り響
きました。

新・第二学区まちづくり推進員のご紹介新・第二学区まちづくり推進員のご紹介

　まちづくり推進員を務めることになりまし
た、中堀野の石川佑太です。推進員として、ま
だわからない事が多く不慣れではありますが、
地域活動を通してみなさんと交流し、これから
の第二学区を盛り上げて行きたいと思いますの
で、よろしくお願いします。

石川　佑太（中堀野）

　6/18（日） 令和5年度 こころのふれあい事業　6/18（日） 令和5年度 こころのふれあい事業

～さくらんぼ狩りと銀山散策～～さくらんぼ狩りと銀山散策～

近
江
新
田

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

住
民
の
願
い「
バ
イ
パ
ス
開
通
」

伊
藤

　久
夫

　昨
年
秋
、
よ
う
や
く
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
ま

し
た
。

　十
数
年
の
歳
月
が
か
か
り
、歴
代
の
自
治
会
長
、

町
、
県
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
御
力
添
え
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。部
落
に
と
っ
て
は
、

歴
史
に
残
る
一
大
行
事
に
な
る
為
、
開
通
前
に
皆

で
集
合
写
真
を
撮
り
、
御
祝
を
し
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
皆
が
集
ま
り
、
写
真
を
撮
る
の
は
数
十
年

ぶ
り
の
出
来
事
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
当
部
落
の
伝
統
行
事
は
、
春
の
大
祭
が

有
り
、
あ
と
十
年
少
し
で
「
四
百
年
祭
」
が
控
え

て
い
ま
す
。

　近
江
と
言
う
名
前
が
付
い
た
の
は
、
近
江
商
人

が
来
て
、
そ
れ
で
こ
の
名
前
が
付
い
た
の
で
は
、

と
の
噂
が
有
り
ま
す
が
、真
相
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　ど
こ
の
集
落
も
昔
は
大
勢
の
人
も
子
供
も
い

て
、
夏
に
は
由
良
に
部
落
海
水
浴
、
月
山
、
鳥
海

山
の
山
登
り
な
ど
有
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
で

今
は
ど
ち
ら
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

　時
代
に
合
っ
た
部
落
行
事
が
求
め
ら
れ
る
今
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
、
部
落
運
営
を
務
め
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

町道16号吉岡～廻館線



第 6号
令和 5年 10 月 1 日発行

編集 ・ 発行
第二学区まちづくり振興協議会

42－2306題字　第二学区まちづくり振興協議会長　池田　幹夫

地域コミュニティ広報

（1）令和5年10月1日発行（4）地域コミュニティ　あゆみ

10月

12月

11月

休館日のお知らせ

10/6㈮・12/13㈬清掃休館日
12/15㈮夜間休館日

 6日（金） 清掃休館日
 7日（土） 陶芸講座第Ⅱ弾
 14日（土） JYA元気っ子クラブ
 21日（土） わくわく親子塾
 21日（土） 陶芸講座第Ⅱ弾
 30日（月） 芸術祭準備会
 31日（火） 芸術祭作品搬入

　 １日（水）～
 5日（日） 第二学区芸術祭
 5日（日） ステージ発表
 22日（水） 高齢者事業
 30日（木） 男の厨房

 9日（土） わくわく親子塾
 13日（水） 清掃休館日
 15日（金） 夜間休館日
 22日（金） 男の厨房
 28日（木） 夜間休館日
　29日（金）～
　1月3日（水）  年末年始休業

これからの行事予定これからの行事予定

令和5年度「あいさつ標語」令和5年度「あいさつ標語」
優秀作品発表！優秀作品発表！

第二学区芸術祭第二学区芸術祭
11月１日（水）～11月５日（日）11月１日（水）～11月５日（日）

物置（敷地内） 音響設備（ホール）

　今年度、コミュニティ助成事業（宝くじ助成
金）により下記の備品が揃いました。ホールに
設置の音響設備が新しくなり、更に利用しやす
くなりました。パネルも増数し、作品展示用な
どに使用します。

　今年度、初の大会となった第二学区まちづくりモルック交流大会が第二多目的運動場「ほたるドー
ム」を会場に行われました。室内とは言え汗が滴るほどの猛暑のなか、小中学生20名を含む130名
の参加があり、幅広い年代で結成された 32 チームが熱戦を繰り広げました。真剣勝負の中にも笑い
声や笑顔があふれ、和気あいあいとした雰囲気の中での素晴らしい大会になりました。栄えある初代
チャンピオンは「大野ダーダ」に決まり、準優勝「常万Ｂ」、第三位「上朝丸Ｂ」という結果になりました。
　実行委員の皆様や審判補助や得点係等大会運営にご協力下さった多くの皆様に深く感謝申し上げます。

　「あいさつ標語審査会」が、８月22日（火）教育・青少
年部会により行われ、今年度199点もの多くの応募の中
から、厳正なる選考により13点の優秀作品が決定しま
した。今年も優秀作品には、賞状と副賞が贈られます。

多くの方のご来場をお待ちしております。
作品及びステージ発表募集をしますので、
折込の別紙をご覧ください。

《学年の部》
あいさつ標語学　年 氏　名集　落

《集落の部》
あいさつ標語学　年 氏　名集　落

あいさつで　かおもこころも　ニッコニコ
元気なあいさつで　キラキラな一日　はじめよう
挨拶の　笑顔咲く道　通学路
元気よく　明るいあいさつ　うれしいな
てらそうよ　こころのたいよう　あいさつで
あいさつで　つながるみんなの　笑顔の輪

１　年
２　年
３　年
４　年
５　年
６　年

菅　原　紗　奈
髙　田　　　隼
龍　野　真　幸
池　田　実　叶
齋　藤　隼　也
奥　山　莉　心

緑　　町
常　　万
払　　田
払　　田
上 堀 野
駅　　前

とどけよう　元気なあいさつ　明るい笑顔
おはようで　スタートダッシュ　決めようよ
だれとでも　あいさつ一つで　広がる笑顔
おはようで　いっきに広がる　地域の輪
あいさつは　人をつなげる　あいことば
あいさつは　大きな声で　元気よく
あいさつで　どんどん広がる　ちいきの輪

鈴　木　瑛　士
岡　部　樹　愛
多次見　生　吹
押　切　祐　翔
五十嵐　莉　子
佐々木　悠　太
髙　橋　優　妃

東一番町
幸　　町
常　　万
余目新田
中 堀 野
西小野方
吉　　岡

４　年
６　年
６　年
６　年
４　年
５　年
５　年

令和５年度

コミュニティ助成事業備品拡充！コミュニティ助成事業備品拡充！

優勝　大野ダーダチーム 準優勝　常万Bチーム 第三位　上朝丸Bチーム

8/27（日）8/27（日）

開催


